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注意 活動と動き ツール使用の理解 表情と感情
相互交流/作用と

コミュニケーション

8
　

熟
練

者

しっかりと周りに
注意を向けること
ができ，注意を持
続できる．

リラックスして，
積極的で，緊張し
ていない．

2つ以上の活動で構成される作業

流動的で，滑らかで，正確な動きとアプローチ．
より努力が少なく自動的に動作できる．
ツール使用が，いろいろな場面で他の活動を行う
手段になる．
遭遇する課題を直観的に整理し理解する．
経験を積んで成熟したツール使用理解を基に，ど
のようにすべきなのかが分かっている．

整理統合された完全なツールの使用

作業の他の部分に注意が向く．
ツール使用は，多かれ少なかれ無意識的であ
る．
常に正確に制御したツール使用活動
状況を意識的に熟考し，自らの判断で解決方
法を実行する．
ツールを使う時に，他者を気遣う．

ツール使用以外の
どのような活動を
しているかに依
る．

マルチレベル（多層的）
整理統合された相互交流/作用

関わる人，ツール，環境と相互交流/作用
できる．

7
　

上
達

者

多数のことに注意
を向ける

ツールの使用に集
中するのではな
く，周囲の環境に
まんべんなく注意
が向く．

それ自体が目的である作業

段階的でタイミングの良い動きとアプローチに洗
練される．
ツール使用そのものを楽しむためにツール使用活
動を行う．
物理的および社会的な空間の中で，ツール使用を
実行し遂行する．

ツールの流暢で正確な使用

良く知っている状況で，ツール使用をコント
ロールする方法に気付いており，結果が分
かっている．
習得したスキルやツール使用に関する理解を
洗練させ、簡単で流れるようなツール使用に
昇華させる
ツール使用状況/環境において，自分のことは
自分でできる．

幸福
十分な満足

協力して行う共同的な相互交流/作用

同時にいくつかの事柄に関して相互交流/
作用できる．1つ以上の事柄について相互
交流/作用する準備ができている事を態度
で示す．
もはや，突発的な事象によって容易に相互
交流/作用が中断されない．
遊び心のある簡単な方法でツールと相互作
用する．
物理的および社会的空間の中で、意図的に
相互交流/作用を工夫する．
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基
本

操
作

習
得

者

複数のことに注意
が向くが、容易に
中断される．

目標を達成するた
めにツールを使用
することに集中す
る．

活動

制御されているが、洗練されていない動きとアプ
ローチ．
粗さはあるが，臨んだ目標を達成するためにツー
ルを使用できる．
自分や他人の目標を達成するためにツール使用に
集中するが，しばしば周囲の環境や人に目が向か
ない．

最低限必要な技能を伴ってツールを使用する
ことができる

望む目標に到達するためには、行為をある一
定の順番で組み合わせることが必要であるこ
とに気がつく．
ツールの制御は可能だが，粗い．
ツールを本来の用途通りに，ほとんどの場合
で使用できる．
時折，道具を使う代わりに身体の動きを使う
パターンに戻ることがある．

真剣
それなりに満足 
笑う
興奮

連続した相互交流/作用

ある1つのことに関する相互作用/交流が
次々に起こり，相互作用/交流が連続す
る．ツールとの相互作用は，妨げとなるよ
うな出来事により中断せざるを得ない．

ステージ
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5
　

か
な

り
上

手
に

な
っ

た
初

級
者

2つのことに注意が
向く

積極的
集中する

一連の行為の組み合わせ

意図的で，より前向きで力強いまたは激しい動き
やアプローチ．
統合された全体としてツールを探索する．
様々なパターンや順番でツール使用活動の連鎖を
作ることを試みる．
ツール最適な使用パターンを見つけるために試行
を重ねる．
力またはパワーの方向と微調整を制御し始める．
時には、ツールを本来の用途通りに使用すること
もある．

ツールをどのように使えば良いかが分かり始
める

使い方によって，色々な異なった効果や結果
を引き起こすことができることに気がつく．
目標指向的なツール使用ができるパターンを
探し求める．
機能的な能力や望む目標に合った効果的な方
法を見つけるために，パターンを構築し直
し、再構成する必要があることに気が付く．

適切にツールを使用する方法に関する概念を
理解する．
ツールを意図された方法で使用すると，何が
達成できるのかを認識し始める．

夢中
微笑む
真剣

フラストレーショ
ン

フラストレーショ
ンの時期．
上手くツールを使
えば望む目標を達
成できることは
知っているが，
ツールを使用して
思ったような目標
を達成できない．
たまに成功するこ
とがあっても，上
手くいかず停滞す
る時期． 

交互的な相互交流

やり取りしている人に反応を求めるメッ
セージを伝えるために，視線を向けたり，
指差し足り，発声することで注意を引く．

三項関係の相互交流

第3の要素（人物，物体，環境内の何か）
を介した，やり取りしている人との相互交
流またはコミュニケーション
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少
し

上
手

に
な

っ
た

初
心

者

基本的には一つの
ことにしか注意が
向かないが、自発
的に注意を移すこ
とができる．

注意深い

一連の行為

意図的だが，用心深く慎重な動きやアプローチ．
ツールの細部を探索する．
異なった効果や結果を探索する．
ツールをうまく使うために，さまざまな方法を試
す．
ツールの操作や適用に合致した身体の部位や能力
を使う．
ツールを使い，操作し，適用するために，行為を
連続的に組み合わせ始める．
力やパワーの加減をコントロールできるようにな
る．

ツール使用を広げる方法を探索する

1つ以上の効果があることがわかる．
突然の予期しない新しい効果や結果を警戒す
る．
ツールの使用や運用によって生じる結果を探
索する．
行為の多様な組み合わせ（順序やタイミン
グ）やアプローチが，より多くの効果や変化
や結果をもたらすことをより理解するように
なる．

真剣
微笑む
時々笑う

自分の体に近い範
囲を超えて，より
広い環境の中で関
係性を探索したい
という意欲を示
す．

注意を体に近いと
ころと遠いところ
の間で移す．

双方向の交流

身体に近い物や出来事を指し示すことに
よって，やり取りしている人がそれに注意
を向けることを要求する．

行
為

の
組

み
合

わ
せ

と
順

序
の

探
求

困
難
な
移
行
期
－
身
体
，
ツ
ー
ル
，
環
境
に
焦

点
を
当
て

る
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初
心

者

一つのことに注意
が向くが，注意を
移すこともでき
る．

周りを気にする

行為

はっきりとした目的物のある動きやアプローチ．
効果を繰り返し得るために，ツールを使ったり運
用したりする．
力やパワーを加える．
体の一部を使ってツールを押し，ツールを大まか
に操作することができる．

基本的なツール使用

1つの行為が1つの効果を引き起こすことに気
付く．ツールの基本的な使用を達成するため
にどのように行動すべきかについての洞察を
確立している．
時には，ツールの基本的な効果や結果を達成
するために，ツールを用いずに身体で動かそ
うとする後退現象が起きる．

真剣
満足する
微笑む

相互交流を自ら始める

アイコンタクトに応える，またはアイコン
タクトを続ける．
表情を使って合図を送る．

2
　

興
味

を
示

し
始

め
た

未
経

験
者

一つのことに注意
が向く．

時々、周囲に気が
向く．

受け身．

行為前

まとまりのない漠然とした多方向の動きやアプ
ローチ．
体の異なる部分や能力を使って、ツールのさまざ
まな部分や特性を探索する．
力またはパワーを加えることを試みる．
行為の間で活動を中断して静止することがある．

ツールをどう使えばよいか，少し分かり始め
る．

自らが始めたツール使用行為/活動が効果や結
果を引き起こすことに気づき始める．

満足する
興味がある
心配する
怒る

相互交流に応じる．

アイコンタクトがある．
スキンシップ（身体接触）
行動の模倣
活動中に関わる人と同じものに焦点を当て
る．

1
 
 
未

経
験

者

極端な注意力散漫

新しいツールや状
況に注目せず，相
互作用/交流がな
い．

受け身または不安
げ

興奮する

ツールを見て能動的にツールを探索することに興
味を示す．

行為が見られない

はっきりとした意図的な運動がない．
偶然ツールに働きかけたりツールを使うかもしれ
ない，長い間動かない．
防御的に引き込む姿勢．他の人の活動を観察す
る．

拒絶

ツール使用状況から逃れようとして，常同行動や
拒絶的な態度を示す．

ツールをどう使えばよいか，なんとなくわか
る，または全く分からない

どうしたら自分の行為/活動が効果や結果を引
き起こすのかほとんどわからない，または全
く分からない．

感情表出がある

ツール使用を援助
してもらう経験を
喜ぶ．

感情表出があまり
ない

表情の変化が少な
い．
全身の動きも少な
い．

不安

心配，恐怖，
いらだち，泣く．

反応なし

しかし，周りの状況や周りの人が注目して
いることに気づいているかもしれない．
自分の体の近くに留まり，自分の中に引き
こもる．

回避

関わってくる人からの身体的接触や声掛け
を回避する．
相互作用/交流を望まない．
関わってくる人から逃げようとする．

機
能

の
探

索

内
向
的
段
階
－
身
体
と
ツ
ー
ル
に
焦
点

を
当
て

る

Lisbeth Nilsson, homepage at www.lisbethnilsson.se/en E-mail: lisbethsweden@gmail.com or lisbeth.nilsson@med.lu.se 翻訳：藪中良彦


